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主任 

車 名 日野 

全 長 ５．７ｍ 

全 幅 １．９ｍ 

全 高 ２．９６ｍ 

総 重 量 ６，８１５ｋｇ 

乗車定員 ５名 

水槽容量 ８００Ｌ 

メーカー ＧＭいちはら 
工業株式会社 

平成１６年に導入した消防ポンプ自動車の老朽化に伴い、令和元年度電源立地
地域対策補助金を活用して、最新型のポンプ車（水槽付消防ポンプ自動車）へ更
新しました。
水槽付消防ポンプ自動車を更新するにあたり、他の消防本部の同型車両を参考
にしたり、現場活動する署員からの意見やアイデアを取り入れるなど、旧車両よ
りも装備や機能が充実した車両となりました。
ここでは、最新車両の装備・機能について、更新に携わった署員が紹介します。 

車体外観をオールシャッターに

することにより、内部収納スペー

スを確保。

現場での活動を迅速かつ効率的

に行えるよう、資機材や装備など

の配置を考えました。

またデザインは、さつま町を縦

断する一級河川『川内川』に、同

じく一級河川である『穴川』が合

流する様子を、ＦＩＲＥの『Ｆ』

の文字に重ねて表現しています。

空気呼吸器収納スペース 
（左）助手席 （右）後部座席 

 

 

電動巻取り吸管 

▲ポンプ車後方内部 

空気呼吸器を助手席に取り付け

たことで、火災現場へ向かいなが

ら着装することができます。

消火薬剤混合装置 

小型で機動力のあ

るポンプ車がより迅

速に消火活動を行え

るよう８００Ｌの水

槽を搭載しています。

▲高圧噴霧装置 

伊尻警防係主任 

松山警防係長

▲ポンプ車上部 

最新型　水槽付消防ポンプ自動車更新！ 最 新 車 両 の 装 備・機 能 な ど 紹 介！

　消火薬剤混合

装置を使用して、

水と消火薬剤を

混合し放水する

ことで、高い消

火性能を発揮し

ます。

　吸管とは、放水する水を確保するため、水利（河

川や防火水槽など）から吸水する器具です。

　１本の吸管を車体中央部に取り付け、左右ど

ちらからでも伸ばして吸水ができ、収納する時

は電動で巻き取る装置がついています。

８００Ｌ水槽 
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電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
接
続
不
良
に
よ
る
火
災
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に

接
続
さ
れ
た
電
気
プ
ラ
グ
（
差
込
部
）
に
、
横
方
向
の
力
が
加
わ
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
内
の
刃
受
け
金
具
と
電
気
プ
ラ
グ
の
栓
歯
（
差
込
金

具
）
の
間
隔
が
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
接
続
不
良
状
態
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
異
常
に
過
熱
す
る
こ
と
で
発
火
し
ま
す
。

こ
の
現
象
は
、
掃
除
機
な
ど
電
気
製
品
を
使
用
し
て
い
る
と
き
に

発
生
し
、
流
れ
る
電
流
が
大
き
い
ほ
ど
、
発
火
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

～
電
気
製
品
使
用
時
の
注
意
点
～

・�

コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
し
っ
か
り
と
根
元
ま
で
差
し
込
み
、
緩

み
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
が
脱
落
す
る
症
状
が
頻
繁
に
起
こ
る
場
合
は
、

お
近
く
の
電
気
店
へ
点
検
や
修
理
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

Vol.12

こ
ん
な
こ
と
で
火
災
が
・
・
・

『
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
』
の

接
続
不
良
に
よ
る
火
災
！

住 宅 用 火 災 警 報 器

撮影協力：恵光保育園幼年消防クラブ員

火 災 か ら 大 切 な 命 を 守 る

　平成２３年６月１日からすべての住宅に対し、火災の発生を知らせてくれる「住宅用火災警報器」の
設置が義務化され、令和３年６月１日で１０年を迎えます。せっかく取り付けていても、故障などでい
ざという時に作動しなくては意味がありません。今一度、ご自宅に設置してある住宅用火災警報器の点
検をお願いします。

古くなると警報器の寿
命や電池切れなどで火
災を検知しなくなるん
だよ！
１０年経つなら迷わず
本体を新しく取り替え
ようね！

設置年月日を確認したり、
月１回程度の点検をするん
だよ。
わたしのおうちも！
みなさんのおうちも！
家族みんなで確認してみま
しょう！

ヒモを引っ張ったり、ボタン
を長押しすると、音声などで
正常に作動するかどうかを知
らせてくれるよ！
さっそく家の警報器で試して
みてね！

. 

コンセント電気プラグ

. 

コンセント電気プラグ

栓歯と歯受金具が密接した状態（正常） 

電気プラグが引っ張られ、栓歯と歯受金具

に隙間ができて接続不良が発生！（異常） 
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消太くんの

消防一口メモ
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『火災気象通報の通報基準』が変わりました!
「
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
、
現
在
、
火
災
気
象
通

報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
・
・
・
」

　

最
近
、
こ
ん
な
『
防
災
行
政
無
線
』
を
頻
繁
に
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
の
３
月
か
ら
火
災
気
象
通
報
の
通
報
基
準
が

変
わ
り
、
各
地
の
気
象
台
が
発
表
す
る
「
乾
燥
注
意

報
・
強
風
注
意
報
」
に
準
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
雨
天
時
で
湿
度
が
高
い
気
象

状
況
で
あ
っ
て
も
、
風
が
強
い
場
合
は
、
火
災
気
象

通
報
（
強
風
）
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
通
報
区
分
内
訳

①
乾
燥
注
意
報�

→�

火
災
気
象
通
報
（
乾
燥
）

②
強
風
注
意
報�

→�

火
災
気
象
通
報
（
強
風
）

③
乾
燥
注
意
報
及
び
強
風
注
意
報

→�

火
災
気
象
通
報
（
乾
燥
・
強
風
）

　

消
防
署
で
は
今
ま
で
通
り
火
災
気
象
通
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
で
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
の
で
、
屋
外
に
お
け
る

火
の
取
り
扱
い
を
控
え
る
な

ど
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
さ
れ
る
場
合
、
販
売
す
る
側
は
購
入
者
に
対
し

て
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
と
使
用
目
的
を
確

認
し
、
販
売
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

容
器
へ
の
詰
め
替

え
は
従
業
員
が
行
う

必
要
が
あ
り
、
消
防

法
令
に
適
合
し
た
携

行
缶
を
用
い
る
な
ど

消
防
法
令
の
遵
守
を

お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
の
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
鶴
田
方
面
隊
の

紫
尾
分
団
と
柊
野
分
団
が
再
編
さ
れ
、「
紫
尾
柊
野

分
団
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

４
月
４
日
に
行
わ
れ
た
発
足
式
で
は
、
丸
尾
省
吾

団
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
分
団
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、

団
長
か
ら
別
府
幹

男
分
団
長
に
新
分

団
旗
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

別
府
分
団
長
は
、

「
今
後
は
校
区
の

枠
を
越
え
た
広
い

管
轄
で
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。地

域
防
災
の
要

と
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
に

頼
ら
れ
る
消
防
団

に
な
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
決
意

の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
さ
れ
る
皆
様
へ

紫
尾
柊
野
分
団
誕
生

▲紫尾柊野分団員の皆さん

▲身分証と使用目的の確認▲販売注文書（例）

ガソリンの詰替え販売注文書 

住 所  

氏 名  

使 用

目 的  

□林業用 □工事・発電機用 

□レジャー用 □自家用 

□農業用  

※以下は従業員が記載します 

本人確認の方法 

□運転免許証  □マイナンバーカード  □パスポート  

□継続顧客  □会員証  □社員証  □その他  

□その他  
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今
回
は
町
内
の
小
・
中
学
校
で

３
４
３
作
品
が
制
作
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
88
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
11
点
の
作
品
が
各

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

　

山や
ま
し
た下　

恭き
ょ
う
か佳　

（
宮
之
城
中
３
年
）

優
秀
賞

　

坂さ
か
も
と元　

琳り
ん

佳か　

（
盈
進
小
４
年
）

消
防
長
賞

　

松ま
つ
し
た下　

遥は
る

香か　

（
盈
進
小
６
年
）

防
火
賞

　

小お

原ば
ら　

希の
ぞ
み海　

（
流
水
小
６
年
）

　

小こ
み
ど
り緑　

茜
あ
か
ね　
　

（
宮
之
城
中
３
年
）

入
選

　

熊く
ま

田だ　

悠ゆ
う

希き　

（
求
名
小
１
年
）

　

中な
か
や
ま山　

実み

咲さ
き　

（
盈
進
小
２
年
）

　

宮み
や
わ
き脇　

花か

お

こ

乙
子
（
中
津
川
小
３
年
）

　

小お

川が
わ　

史し

恩お
ん　

（
流
水
小
４
年
）

　

市い
ち
や
ま山　

希ね

ね音　

（
流
水
小
５
年
）

　

宮み
や

田た　

紳し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
宮
之
城
中
１
年
）

学
校
特
別
賞

　

流
水
小
学
校

※
学
校
・
学
年
は
表
彰
当
時

昨
年
９
月
か
ら
、
救
急
救
命
九

州
研
修
所
（
北
九
州
市
）
へ
入
校

し
て
い
た
江
夏
副
士
長
が
「
救
急

救
命
士
と
し
て
必
要
な
研
修
」
を

終
え
、
３
月
の
国
家
試
験
に
合
格
。

現
在
、
当
本
部
17
人
目
の
救
急

救
命
士
と
し
て
、
救
急
業
務
の
最

前
線
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

江こ
う
か夏　

聖せ
い

也や　

消
防
副
士
長

救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
急
救
命
士
の
役
割

は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

約
７
か
月
間
の
研
修
で
得
た
知
識
や
技
術
を
救
急
現
場
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
日
々
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
さ
つ
ま
町
の
救
急
医
療

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

防火ポスターコンクール 入賞者決定！
令和元年度　さつま町消防本部

新 入 職 員 紹 介 救 急 救 命 士 合 格

本
年
４
月
か
ら
、
消
防
士
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
消
防
士
と
し
て
の
基
礎
を

学
ぶ
た
め
、
９
月
ま
で
の
約
半
年
間
、

鹿
児
島
県
消
防
学
校
（
日
置
市
）
へ

入
校
し
て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
、
町
民
の
安
全
安
心
の

た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

小こ

囿ぞ
の　

京
き
ょ
う　

消
防
士
（
18
歳
）

宮
之
城
屋
地
出
身

地
元
で
消
防
士
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
感
謝
と
誇
り
を
持
ち
、

大
切
な
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲最優秀賞
山下さんの作品

▲優秀賞
坂元さんの作品

表彰式に参加された皆さんと作品
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